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特徴

今後の展開

テーマ「万博、そしてその先へ～科学技術が描く未来～」との関連
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情報技術によって人の行動を変化させサステイナブルな社会実現を目指し発足した、電気自動車（EV）シェアリングの実証
研究です。互いに顔が見えるコミュニティ内で車両を共有し、他者の需要を可視化することで集団全体で効率的かつ自律
的に運用できる新しいモビリティインフラの構築を目指しています。

◼ 互いに顔が見えるコミュニティ内で車両を共有し、従来の予約型ではなく、乗り
たい度合い、乗り始めたい時間と場所を表明するモビリティオークションにより
、集団での利用効率を高めます。

◼ 車両の使用権がオークション市場で取引され、スマートキーの確保や支払い
がスマートフォンで完結することで、自律的な運営により管理者の負担は小さく
、効率的なコミュニティコモンズの運用を可能にしています。

◼ 2023年よりATR様敷地内でも専用駐車場を提供いただいており、複数コミュニ
ティの相互作用効果など、拡張可能性を検討しています。

◼ 将来的には自動運転や相乗り機能を追加しながら、複数のコミュニティを接続
し、地域住民や、地域で働く従業員など地域に関わる人々全体でコミュニティ
拠点を自由に行き来できるモビリティインフラを構築を目指していきます。

◼ これまでの実証研究で得られた機能上の課題を解決し、ユーザ間でより効率
的かつ活発に車両が利用されるオークションシステムの検証を行いながら、社
会実装実現に向け、自走化できる課金システムの構築を行なっていきます。
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